
５ 家庭で育みたい大切なこと 

今，学校では，こどもたちが自分で課題を設定し，その解決の方法を自分なりに選択し
ながら学習を進めることを大切にしています。学校での学びと連動する家庭学習において
も「こどもたちが自ら計画を立てて学ぶ学習」を目指す必要があります。 

  

   

〇 少しの時間でも会話をしましょう。 

「学校でどんな勉強をしているの？」 

「今日は何時から何時までどんな勉強をするの？」 

「困っていることや，チャレンジしてみたいことはないかな？」 

○ 学校や家庭で頑張っていることを見つけて，機会を逃さず，ほめまし

ょう。こどもの取組を認めることが，自信につながっていきます。

家庭でこどもと語る時間をもちましょう！ 

学習意欲の向上にもつながります。 

学習した内容を見直し，次の学習につなげている

児童ほど学力調査の平均正答率が高い傾向 

（鹿児島県）【単位％】 

「令和６年度全国学力・学習状況調査 質問調査結果」 

（文部科学省）から 

令和６年度全国学力・学習状況調査の児童質問調

査で「学習した内容について，分かった点や，よく

分からなかった点を見直し，次の学習につなげるこ

とができていますか」の質問に「当てはまる」と回

答した児童の学力調査（小学校算数）の平均正答率

が 67.5％だったことを表しています。 

・ 理解が十分ではない内容を重点的に復習
する。

・ 自分が伸ばしたいと思う内容の発展的な
課題に取り組む。

・ 授業の内容や日常生活で興味をもったこ
とや疑問に感じたことを調べる。

・ 新聞記事やコラム，社説等を要約する。
・ 学習を生かして新たな作品をつくる。 など

〇 こどもたちには，自分の学習を振り返っ
て，理解が十分ではない内容を補ったり，学
校での学習で生じた新たな疑問を深く追究
したりするような学習を，自分で計画を立て
て実行する力（自己調整力）を身に付けてほ
しいと考えています。 

家庭学習を通じてこどもたちに身
に付けてほしい力 

自分で計画を立てて学ぶ学習例 

家庭でのかかわり 

家庭ではどのような学習をすればいいでしょうか？ 

  「宿題」と「自分で計画を立てて学ぶ学習」です。その習慣を身に付け
させましょう。学校の宿題だけではなく，興味があることを調べたり，「今
の自分に必要だ」と思う学習に取り組んだりしているこどもの姿を認め，
応援しましょう。学校が配布する資料（学習の手引き）なども参考にして
ください。 
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 １ 子どもの読書活動の推進における家庭の役割 

子どもの読書活動は，日常の生活を通して形成されるものです。 

 読書が生活の中に位置付けられ継続して行われるよう，子どもにとって身近な存在で

ある保護者が，積極的に読書に親しむとともに家族全員で本を読む習慣をもつことが必

要です。 

また，家庭における読書は，１冊の本をもとに親子で感じたことを語り合い，親子の

絆を深めるためにも重要です。そのためには，静かな環境をつくって読み聞かせをした

り，家族で好きな本について語り合ったり，図書館に出向いたりするなど，子どもの読

書に対する興味や関心を高め，発達段階に応じて「心に残る１冊の本」と巡り会えるよ

うに働き掛けることが望まれます。 

⑴ 「１日 20 分読書」運動への取組を推進します。

⑵ 我が家の「読書の日」，「読書の時間」等を設定し，家族みんなで読書に取り組み

ます。
※ 「絵本や物語を読んでもらって」を合い言葉に，「心に残る１冊の本」に出会え
るように取り組みましょう。

 ２ 家庭での実践 

家庭における子どもの読書活動の推進 

急激に変化する時代において，読解力や創造力，思考力，表現力等を養う読書活動の
推進は不可欠です。子どもたちは，読書を通じて多くの知識を得たり，必要とされる資
質・能力を育み，多様な文化への理解を深めたりすることができます。 
本県においては，「１日20分読書」運動を進めています。 

「1日 20 分読書」運動とは，「全ての子どもが１日に少なくとも合計で 20 分程度の時
間を読書に親しみましょう」という運動です。 

家庭では，具体的にどのような取組を行ったらいいでしょうか。 

親子で読書をする時間を作るといいですね。例えば，読み聞かせ

をしたり，同じ時間に同じ場所でそれぞれ読書を楽しんだりな

ど･･･。静かな環境の中で，一緒に過ごす時間を大切にしてください。 

「「１１日日 2200 分分読読書書」」運運動動  ととはは  
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